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1GS理事赤木俊允

1G8理事会は、 18 Kyushu '92 に先立つ 11月9、10の両日、福岡市のガーデン

パレスにおいて行われた。出席者は次の通りである。

R. K. Rowe会長、 R. Floss副会長、 J-P. Giroud前会長、 W. Voskamp事務局長、

P. Stevenson経理担当理事の各役員、 および M. Fukuoka、 D. Cassuffi、

8. D. Ramaswamy、 J-M. Rigo、 T. Akagi、 R. J. Bathurst、 B. R. Chris-

topher、 R. A. Jewell、 C. J. F. P. Jones、 C. Lawson、 D. Price、 D.

Fayoux、 F. Gousse、の各理事、総計 18名。それに初日はインド支部代表の A.

R. G. Raoがオブザーパーとして出席した。

主な議題およびその審議結果は次の通りである。

1 )従来からの懸案事項のーっとして、ジオテキスタイルのような一般的な用語の自

由な使用を保証する方針を成文化することにした。過去においてこの種の用語を商標

登録し自由な使用を妨げる事件が発生したことがある。ジル一前会長、プライス理事

が次固までに文案を用意することとなった。

2 )ボスキャンプ事務局長より、現在 1G8全体の個人会員 1241名、学生会員 6
9名、法人会員 48社、準法人会員 7社、との報告。本年においてはオランダ支部

(会員数 100名)、インドネシア支部(2 0名)の加盟が認められた。次の名簿は、
1 993年版として来年2月に発行の予定。

3 )理事の選挙は、原則として、総会前に郵便投票を実施する、投票用紙には候補者

をアルフアベット順に並べ順位を付ける方式で行う、.ことを確認した。

4 )候補者数が空席数に等しいかそれ以下の場合は、無投票で全員を当選とすること
を確認した。今回は、 6つの理事ポストに対し 6人の立候補しかなかったため、無投

票で全員の当選が決定した。次の 6人の新理事は 1992年 7月1日付けで就任し、
1 996年までの任期となる。 T.Akagi、 R. J. Bathurst、 B. R. Christopher、
R. A. Jewell、 C.J. F. P. Jones、 C.Lawson 

5 )準法人会員の新設の可否に関する郵便投票は、 1992年 7月17日に開票され、
賛成46 6，反対 34、無効2、で可決された。

6 )理事を 2期勤められた福岡教授は、内規に定められた co-option制により、ロ

ウ会長の推薦を受け理事会の決定を経て、今回理事に復帰された。任期は次回総会の

行われる 1994年 9月までとなっている。 co-optionとは、全会員の投票によらず、
理事会内における推薦と互選による理事の任命制度。

7) 1991年度決算、 1992年度予算の執行状況、 1993年度予算が審議され、
承認された。 91年度は予算収入 97 5 0 0ドルに対し決算88226ドル、予算支
出 97550に対し決算は 76 286ドルであった。 92年度は 10月末現在で、予
算収入 99450ドルに対し実収が 101103ドル、予算支出 102250ドルに
対し執行額は 46824ドルである。 93年度予算は、収入が 124350ドルに対
し、支出が 12 372 5ドルとなっている。
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ついて審議した。その結果、 a)採用論文の選択方法について組織委員会に注文が出

され、各論文の要約については、少なくとも 3人の要約審査委員会委員によって審査

されること、および IGS規約に従って要約の審査を実施し、この委員会のメンバー

は IGS役員会の承認を得ること、の 2点が組織委員会に対して要求された。 b)会議

場については、 WestinHotelで会議、 Inter、nationalConvention and Exhibition 

Centerで展示のアイディアが示されたが、理事会の結論としては、会議と展示とは

同一開場で開催するのが望ましいということとなり、組織委員会もこの方針に従い

会場を WestinHotel (展示用スペースがやや小さいのがーす難)に絞って今後の準

備を進めることとなった。

1 7 )第 6回国際会議については、前回理事会で IGS北米支部である北米ジオシン

セティックス学会 (NAGS)からの招致の可能性が取り上げられたが、 19 9 2年 7月

1 3日付 NAGS会長からの正式招待状を受け、これに決定した。

1 8 )フロス副会長から、ヨーロッパ会議提唱の説明があり、時期も場所も未定なが

ら、組織委員会を発足させるため、特に欧州の各支部代表の参加を要請した。できれ

ば建設資材見本市などに関連して開催し、コンサルタンツ、コントラクターなどにも

参加して貰えるよう実務的かっ教育的なものにしたいとの意向、また東欧からの参加

も期待したいとの由。その趣旨を了解しサポートすることを決定した。

1 9 )会議に関する委員会:グーセ理事より、他のジオシンセティックス関係、の会議

から IGSの賛助や支援を求められた場合の手続きについて報告。このような場合に

まず会議主催者に記入し提出して貰うための質問表、次いで各理事に意見を記入し評

価して貰うための採点表の原案が提出された。

2 0) IGSの名称変更:この件に関しては過去数年にわたって議論が交わされてき
た。その論点は、国際ジオテキスタイル学会という名称の中のジオテキスタイルでは、

対象とする種々の材料や製品をカバーしきれなくなっており、学会名にはこれに代わ

るより適切な表現が用いられるべきである、というものである。長期にわたる議論を

受け、前回の理事会で2案に絞り各支部にその意見を問い合わせた。 6支部から返答

が寄せられたが、意見は割れたままである(現状のまま 1票、 B1案 3票、 B2案2

票)。今回再び、長時間にわたる熱心な議論の末、学会(略称は IGSで変更なし)

および4年毎の IGS主催の国際会議の名称としては、次のような表現が理事会案と

して承認された。

学会名:IGS， the 1nternational Geosynthetics Society 
Dedicated to the scientific and engineering development of 

geotextiles， geomembranes， related products and associated 
technologies 

IGS主催の国欝学会の名称:1nternational Conference on Geosynthetics 

-Geotextiles， Geomembranes， Related Products 
and Associated Technologies -

今後の手続きとしては、次回の理事選挙の際に、全 IGS会員による郵便投票にかけ

られ上記の案が可決されれば本決りとなる。 名称変更に関しては、 IGSNews に既に

数篇の論説が掲載されているが、 IGS本部としても郵便投票までには、今までのい

きさつや主旨について更に一層の徹底を計るべく、全会員に対する PRを続ける予定

である。
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とのことで緊急の協力を要請された。[注:英文要旨の付せられた文献ならば基本的

には何語でもよいとのことであり、日本支部としては急漣、第 7固までのジオテキス

タイル・シンポジウム発表論文集を始め、土木学会論文集、土質工学会論文報告集、

土と基礎、等に掲載された関連の論文をまとめ発送した。ジルー編の文献リストに収

録されるべき文献について、お気付きの点があれば当方にご連絡下さるようお願いす

る。]

2 7 )会員の特典に関する委員会:フアイユ一理事は、会員の利用に便利なジオシン

セティッケス関係の文献データベースの構築を提案したが、資金の問題もあり、実際

にはこれに近いものが既に、例えば AITの AGEに存在しているのではないか、との

指摘もあった。しかし、ソフトウエアのデータベースの必要性は高いと思われるので、

今後リゴ一理事を中心に 1993年末を目標とし、このようなデータベースを作成す

ることとなった。

2 8) IGSの委員会の新委員長は、互選により次のように決定した。牢印は留任で

ある。
Committe for Development of New Chapters: R. Floss牢

Education Committee: D. Cazzuffi本

Standards Committee: J-M. Rigo本

Voting Procedure/By-laws Committee: R. A. Jewell 

Benefits and Membership Committee: D. Fayoux本

Conference Committee: F. Gousse 

Promotions Committee: P. Stevenson 

Publications Committee: C. J. F. P. Jones 

Technical Committee: C. Lawson 

2 9 )最近結成されたヨーロッパの業界団体である EAGMID (The European Associa-

tion of Geosynthetic Manufacturers & Distributors) との交信および今後の関係
について、ロウ会長とプライス理事から報告を受け、了承。

30)フランスの委員会から、 J. Perfetti前理事の後任としてフランス代表を一人

co-optionにより理事会に加えて貰いたいとの要望が出されていたが、現在既に co-

optionによる理事が4人になっていることもあり、今回は見送ることとなった。

3 1 )記号(シンボル)に関する報告書を修正し各理事に送付、同時に新技術委員会

で検討する、 CENからのコメントは口一ソン理事が取り次ぐこととする。 1993年

前半で記号のリストの修正を終えて、 IGSの正式な文書とする。

32)次回の理事会は、 1993年 10月 19 -2 0日、ミラノで開催する。

(以上)
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